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（１） ＡＣＰの進め方について
現在、取り組んでいるACPに関する講座

①大切な方への絆ノート
市民向けに書き方講座を年２回開催

②「もしも」のときの医療・ケアについて
市民向けに出前講座等で周知
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（１） ＡＣＰの進め方について

感じていること
〇多職種で共有できる様式があると良い。
〇何かあったときには、導きがないと、家族や本人は
どうしたらよいか分からない。心の準備もできず、病
態も悪くなった状態で判断を求められることがある。
〇どうやって死にたいとか、最後までどうやって生きた
いか、望む暮らしを支えていくことが大事。何度も考
える機会があると良い。
〇どのタイミングで誰が言いだして進めていくのか。倒
れた時に延命処置をしてほしくないなど意思表示で
きる何かがあると良い。
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（１） ＡＣＰの進め方について
リーフレット：「もしも」のときの医療・ケアについて の活用

現在、ACPについて支援者が共有できる唯一の冊子が

「もしも」のときの医療・ケアについて

◎お薬手帳と同じ感覚で、常に身
近なものとして自分の意見をまと
められ、関係者もその意思をつな
ぐことができる。

◎入口はそれぞれの関係団体で、
「もしものときの話をしたことあ
る？」という切り口が持てると良い。
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（１） ＡＣＰの進め方について
リーフレット：「もしも」のときの医療・ケアについて の活用

提案１

各団体で、患者や利用者と
関わる際に、冊子を渡してい
ただく。

提案２

冊子で考えるきっかけをつく
り、記入できるページのみの
手帳（持ち歩けるサイズ）を
作成。実際に書いてみること
を促す。
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在宅医療・介護連携推進事業

多職種交流会

目 的：多職種協働により、患者が住み慣れた地域で、自身の思いを伝えられ、
その意思を支援者がつないでいけられるよう、顔がみえる関係を構築する。

日 時：令和６年３月１４日（木）
１３：３０～１４：３０

場 所：社会教育センター４０１研修室
対象者：在宅医療・介護関係者

（医師・歯科医師・看護師・歯科
衛生士・ケアマネ・地域包括支
援センター・ヘルパーなど）

社会教育センター4階です。
住所：刈谷市東陽町１－３２－１

（２） 多職種連携について
① 在宅医療・介護連携推進のための交流会の企画

※事前申し込み制です。
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（２） 多職種連携について
② 長寿課の取組について（報告）

テーマ
在宅医療介護連携研修会にて
在宅療養中に頻出する褥瘡についての知識を深める

日時 令和５年１１月１１日（土）

場所 刈谷医師会

参加者 医師、看護師、薬剤師、ケアマネジャーなど 44名

内容
褥瘡ケアについての基調講演
医師・薬剤師・看護師・理学療法士・管理栄養士によるパネルディスカッション

（２） 多職種連携について
③ 各団体の取組について

各団体の令和５年度の取組の報告をお願いします。



日 時 令和６年５月１５日（水） １３：３０～
１６日（木）

場 所 刈谷市役所1階 １０１会議室

議 題 多職種連携について 等

次回の予定
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